
企業・大学食堂へのとうきょう元気農場産農産物サンプル供給 

実施報告書 
 

１ 供給先の概要 

企 業 ・ 大 学 名 駒沢女子大学 

所 在 地 東京都稲城市坂浜 238番地 

従 業 員 数 

学 生 ・ 教 職 員 数 

教職員（専任教職員数）：195名 

学生（大学、短大、大学院含む）：2,364名   （令和 4年 6月 15日現在） 

業 種 教育・研究 

 

２ 実施内容 

提 供 日 第 1回（夏作）： 7月 5日（火）～ 7月 8日（金） 

第 2回（秋作）：12月 8日（木）～12月 13日（火） 

提 供 場 所 学園本館 食堂 

（給食運営：株式会社 Ocean Blue Bird） 

メ ニ ュ ー 内 容 第 1回（夏作） 

【健康栄養学科学生 考案レシピ】 

 シャキシャキたまねぎグラタン（たまねぎ使用） 

 ごろりとカレーポテトサラダ（じゃがいも使用） 

 冷やし中華～シャキシャキたまねぎたれ～（たまねぎ使用） 

 ヤンニョムポテト（じゃがいも使用） 

 じゃがいものラザニア風重ね焼き（たまねぎ・じゃがいも使用） 

 たまねぎ田楽（たまねぎ使用） 

 たまねぎたっぷり肉味噌旨辛まぜそば（たまねぎ使用） 

 オニオンリング（たまねぎ使用） 

 じゃがいものスイートポテト（じゃがいも使用） 

 

第 2回（秋作） 

【健康栄養学科学生 考案レシピ】 

・さつまいもピラフ（さつまいも使用） 

・だいこんの韓国風サラダ（だいこん使用） 

・さつまいものミルクスープ（さつまいも使用） 

・グリーンカレー（だいこん使用） 

・さつまいものスコップコロッケ（さつまいも使用） 

・だいこんのエスニックサラダ（だいこん使用） 

・麻婆だいこん（だいこん使用） 



 

 

 

 

 

 

 

 

提 供 数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 り 組 み 内 容 

 

 

 

 

・さつまいものサラダ（さつまいも使用） 

 

【食堂運営会社 考案レシピ】 

・さつまいもと卵のスープ（さつまいも使用） 

・さつまいもとたまねぎのトマトスープ（さつまいも使用） 

・だいこんとわかめのスープ（だいこん使用） 

 

 

第 1回 夏作（たまねぎ・じゃがいも）：合計 307食 

 シャキシャキたまねぎグラタン：30食 

 ごろりとカレーポテトサラダ：30食 

 冷やし中華～シャキシャキたまねぎたれ～：30食 

 ヤンニョムポテト：30食 

 じゃがいものラザニア風重ね焼き：30食 

 たまねぎ田楽：30食 

 たまねぎたっぷり肉味噌旨辛まぜそば：37食 

 オニオンリング：30食 

 じゃがいものスイートポテト：60食 

 

第 2回 秋作（だいこん・さつまいも）：合計 455食 

・さつまいもピラフ：38食 

・だいこんの韓国風サラダ：38食 

・さつまいものミルクスープ：38食 

・グリーンカレー：55食 

・さつまいものスコップコロッケ：40食 

・だいこんのエスニックサラダ：40食 

・麻婆だいこん：37食 

・さつまいものサラダ：37食 

・さつまいもと卵のスープ：55食 

・さつまいもとたまねぎのトマトスープ：40食 

・だいこんとわかめのスープ：37食 

 

※第 1回（夏作）と第 2回（秋作）合計：762食 

 

 

1. 「とうきょう元気農場産食材」を使用したレシピ考案とメニュー提供 

健康栄養学科学生（7名）が「とうきょう元気農場産野菜（たまねぎ、じゃ

がいも、だいこん、さつまいも）」を使用したレシピを考案し、食堂にてメニュ

ーの提供を行いました。また、食堂で提供したメニューは、家庭でも再現でき

るようにレシピを配布しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 1回 夏作（たまねぎ・じゃがいも）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 2回 秋作（だいこん・さつまいも）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 東京産食材の魅力、地産地消、とうきょう元気農場に関するＰＲ 

 東京産食材の魅力、地産地消、とうきょう元気農場についてポスターや全学

生および教職員対象の集会にて紹介および発表を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 東京都提供の資料配布 

 パンフレットやガイドブックなど 5 種類の東京産農産物に関する資料を配

布し、東京都産農産物のＰＲを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. アンケートの実施 

 食堂利用者（学生・教職員）を対象に「とうきょう元気農場産食材を使用し

たメニューの提供」に関するアンケート調査を行いました。 

 

 

 

 



取 り 組 み 結 果 

 

 

 

1. アンケート結果および喫食者の反応・感想 

Ｑ１. 東京で野菜が生産されていることをご存知でしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２. 東京特産の食材をご存知ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３. 東京産の食材を食べたことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４. 東京産の食材を購入したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ５. 今回、東京産の食材を食べて、今後、東京産の食材を購入したいと 

思いましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食堂利用者へのアンケートでは、「東京で野菜が生産されていることを知

っていた」と回答した人は約 8 割いるのに対し、「東京特産の食材を知っ

ている」と回答した人は約 6割でした。この結果より、東京で野菜が生産

されていることは知っているが、東京の特産品や東京でどのような食材が

生産されているかまでは知らない人が約 2 割いることがわかりました。

「東京特産の食材を知っている」と回答した人の中では、「小松菜」、「梨」

を挙げた人が多くいました。 

 「東京産の食材を購入したことがない」または、「産地を気にしないので

わからない」と回答した人は約 7割でしたが、東京産の食材を使用したメ

ニューを食べて、「今後、東京の食材を購入したいと思った（少し思った）」

と回答した人は 8～9 割にのぼりました。これらの結果より、東京産の食

材を使用したメニューを食堂で提供するとういう今回の取り組みは、東京

産食材を知っていただく良い機会になったように思います。 

 とうきょう元気農場産の食材を使用したメニューを食べての感想では、

「美味しかったので、“東京産”という表記を見つけたら、今後積極的に

選びたいと思った」、「東京産と知って安心感がある」、「産地を気にして食

べたことがなかったので、これから産地を気にして食べてみようと思っ

た」、「とうきょう元気農場産の野菜は新鮮で、食材の味が感じられ美味し

かった」などの声が寄せられました。 

 

2. レシピ考案の学生の感想 

 東京で採れた野菜の味を多くの人に知ってもらうために、レシピを工夫し

たり、試作を繰り返し行うなど苦労もあったけど、自分が考案したメニュ

ーを沢山の人に食べてもらい、「美味しかった！」と言ってもらった時は、

達成感を味わうことができました。 

 今まで、自分自身が東京産の食材や特産物を意識して食べてこなかったの

で、今回の取り組みを通じて東京産食材の魅力や地産地消について勉強に

なったと同時に、多くの人に東京産食材の魅力を知ってもらいたいと思う

ようになりました。 



 喫食者アンケートの結果より、「東京特産の食材を知らない」と回答した

人が約 4割いたので、東京特産の食材を多くの人に知ってもらえるよう、

今後も食育などのＰＲ活動に参加したいです。 

 

3. とうきょう元気農場産農産物サンプル供給をうけて 

 東京産食材を使用したメニューの提供期間は、「東京産 じゃが・たまフェ

ア」、「東京産 おいもと大根フェア」という形でポスターや本学ＨＰで宣

伝したこともあり、普段は食堂を利用しない人もフェア開催中は何度も足

を運んでくれるなど、東京産野菜への関心の高さを感じることができまし

た。 

 「とうきょう元気農場」農場体験会に参加し、都内に 4.8haもの広大な農

場があること、大根や玉ねぎをはじめ数種類の農作物が生産されているこ

と、都心部の小中学校の給食に供給されていることなどを知り、大変勉強

になりました。農場体験会で得た学びを、全学生・教職員対象に発表する

機会があり、そこでも「とうきょう元気農場」や地産地消への取り組みに

ついて、紹介することができました。 

 メニューを考案した学生は、東京産食材の魅力や地産地消のメリットを多

くの人に伝えるために、東京特産品や東京で収穫される農作物について積

極的に調べ、メニュー開発や食育ポスターの作成に取り組んでいました。

今回の取り組みで終わるのではなく、引き続き、東京産食材の魅力につい

てＰＲしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


